
　２．東北（地域別調査機関：（財）東北開発研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由
良くなる － －
やや良くなる 商店街（代表者） ・例年よりも年末のイベントやセールを早めに行う予定に

なっており、来街者が増える見込みである。
百貨店（企画担当） ・昨年の冬物、特にコートについては新しい商品開発が無

く、消費者の目からもそう感じられた。今年のコート類の
入荷状況を見ると、素材、デザイン等バラエティに富んで
おり、冬物商戦が活発化することを期待している。

衣料品専門店（経営
者）

・少しずつ良くなっていくとは思うが、職種によりかなり
ばらつきが出る。製造業は好況であるが小売業は依然厳し
い状況下にある。

住宅販売会社（経営
者）

・展示場来場者は前年比15％増加しており、ローン減税反
動落ちもようやく落ち着き始めた感じがする。受注が増加
へ転じると思われる。

住宅販売会社（従業
員）

・冬期間の受注減少期に入るが、展示会等での集客によ
り、３か月先までの受注見込みが取れている。

その他専門店［白
衣・ユニフォーム］
（営業担当）

・これから年末にかけ、商品的には動くことが期待できる
が、中越地震の影響が分からないため不安である。状況的
にはあまりよくないような気がするが、年末への希望を込
めて良くなってもらいたい。

変わらない 一般小売店［書籍］
（経営者）

・話題になった人気シリーズ第５巻もすっかり影をひそ
め、店頭も落ち着いている。冬物（手帳、日記、カレン
ダー）の展開を繰り上げ、売上確保に努めている。

一般小売店［雑貨］
（企画担当）

・中越地震によって不安になった部分や必要な商品を購入
する客は増えると思うが、それが一巡すると、前年実績を
割るという状況が続く。

百貨店（売場主任） ・景気を押し上げる好材料が見当たらず、冬物の中心アイ
テムであるコート類の出足が厳しそうである。

百貨店（売場主任） ・今後、クリアランス待ちという客が多くなると思うが、
正月商戦には期待している。特に福袋等のこだわり商品、
話題商品を提供し、衝動買いを促していきたい。

百貨店（広報担当） ・年間で最も売上シェアが大きくなる時期であるが、慎重
な購買動向は相変わらずである。内外の人気ブランド品以
外は、年々前倒しになっているバーゲン待ちが予測され

スーパー（店長） ・これまで既存店で客数、客単価共に前年比100％を維持
してきたが、９月に入ってから99％と微減ではあるが、２
か月連続して前年割れを起こしており、今後更なる悪化が
懸念される。

スーパー（企画担
当）

・営業時間の拡大取り組み等で客数は獲得可能であるもの
の、今後も単価がアップすることは困難であり、特に既存
店では厳しい流れが続く。

コンビニ（エリア担
当）

・全国的だと思うが、市場には先行きに対する不安感があ
る。一部に勝ち組と負け組がはっきりしている状況である
が、そのため良い所はあっても、市場における一般的な客
の家計状況は改善されていない。そのため当業界のように
最寄り品を扱っている業界では単価が下がってきている。
自分自身も含め、先行きに対する不安感が消費を抑制させ
る。

コンビニ（店長） ・変わらないということは、なかなか良くならないという
ことである。消費者というより国民全体が、収入は多く、
買う時は安くという貧乏症が染み付いている。よほどのア
クションがないとこの状況は改善しない。

衣料品専門店（店
長）

・コート、ニット、アウター等のシーズン商品の動きが、
天候等の外部要因の後押しを受け、動きが活発にならない
現段階においては、今後現状より大きく数字が変わるとは
思えない。

衣料品専門店（店
長）

・冬物処分期にあたり、例年にない値下げ競争が予測され
るが、単価低下分の売上増加は見込めない。

衣料品専門店（総務
担当）

・景気が上向きになっていると言われているが、小売業に
おいてはまだまだである。客の動向を見ても、そう伸びて
いるという感じがしない。

住関連専門店（経営
者）

・洋服に関しては、トレンドの変化がほとんど無いため、
購買意欲が上がらない状況が続く。

家計
動向
関連



住関連専門店（経営
者）

・耐久消費財を扱っている中、今のところ家計が厳しく、
現状と変わらない。しかし被災者には申し訳なくお見舞い
申し上げるが、災害による特需が発生してくれれば良い。

その他専門店［呉
服］（経営者）

・当店は、地震の被害も無く助かったが、秋の収穫の悪さ
が響く。

その他専門店［パソ
コン］（経営者）

・平均的に、地方では一般消費者のサラリーが底上げに
なっていない。減給したまま、そして支給する会社にも利
益が無いため市場の回転がまだ鈍く感じられる。

その他専門店［ガソ
リンスタンド］（営
業担当）

・11月にも1.5から2.2円の値上げが予想されるため一層の
消費の削減が予想される。また、灯油、ガスの値上げもあ
り一般家庭の消費節約、総じて家計の引き締めが予想され
る。燃料関係は真っ先に節約の目標にされやすいため、厳
しい状況が予想される。寒波の状況次第で消費量が動くた
め、今後の推移で状況が変化する見込み。

一般レストラン（経
営者）

・今とあまり状況は変わらない。予約状況では、結婚式等
のイベントは入っているが、一般客が乏しい状況に変わり
はない。遊びに付け加え台風や地震災害の影響もある。

観光型ホテル（経営
者）

・今年は忘年会の予約が例年より早い。また会議を伴う客
や、ゴルフを伴う客が戻りつつある。また小規模の婚礼の
件数が大きく増加している。

観光型旅館（経営
者）

・中越地震の影響はしばらく続くと思われるが、地震見舞
い先の三条で、羽越水害から３か月で旅行気分が出てきた
という声を聞き、中越地震の影響は長くないように思われ
る。またこの地域に１兆円を超える緊急公共投資が投入さ
れることとなり、地域にとってはとても大きなことであ
る。とにかく一日も早い復旧、また旅行する人達の気持ち
の復活を祈っている。

テーマパーク（職
員）

・台風、新潟の地震の影響で、11月分で約300名のキャン
セルが出ている。

美容室（経営者） ・数字上で行けば、昨年同等くらいの売上を見込んでい
る。来客数は昨年並みまで行くか分からないが、単価的に
は若干上回ってきて、総額的にはほぼ横ばいで推移する。
ボーナスへの期待も東北ではあまりない。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・中越地震のような天変地異や、石油価格高騰等の不安材
料が気になる。こうしたことがマイナスに作用するという
予想が当たりそうである。

商店街（代表者） ・11月は恵比寿講、12月は年末年始大売出しで抽選会等の
イベントを企画しているがイベント費用も圧縮傾向にあ
り、あまり大きな効果は望めない。

百貨店（経営者） ・台風や地震等、天候の部分で先行き不安感が大きくなっ
ている。今後の天候にもよるがやや悪くなる。

百貨店（売場担当） ・台風等があり観光地に行くのも考えたり、洋服にしても
必要性が弱く、特に先日の地震の影響もあり、購買に走る
ことも少なく、景気は下がる。しかしこれから寒くなれば
どうしても欲しい需要品等が動き出すので、売上を伸ばす
対策を実施する。

百貨店（販促担当） ・特に被災地では、生活必需品や耐久消費財等の消費構造
になる。今年は暖冬傾向で、冬物衣料特に高額なコート類
は苦戦しそうである。

スーパー（経営者） ・当地の場合は、米とラフランスの作柄や価格が景気に影
響を与える。米もここ４～５日ではえぬきが余ったり、価
格が伸びない等があり、ラフランスは数量が去年の２割減
であっても、高価格は見込めず、あまり良くない。

スーパー（経営者） ・今現在、この回答をしている27日段階で、23日に発生し
た中越地震の影響が今後どうなるか心配の種になってい
る。一部建設業界等では需要が発生するが、県全体として
はこの地震は大きなマイナス影響を及ぼす。当県経済に
とって今回の地震は懸念材料であり、当県の経済が中越地
区中心にどうなるか心配である。

スーパー（店長） ・厚生年金等の負担増、ボーナスからの社会保険料天引き
が大きく、消費に反映されず、また台風や地震等が景気に
悪影響を及ぼす。



スーパー（総務担
当）

・台風、地震、原油高の影響が出始めた。食品用発泡ト
レー価格の上昇、レジ袋等石油原料の資材と業務車両のガ
ソリン代、空調のガス代が上がり、年末年始にかけ電気料
金も上がり、今月からは社会保険も上がり、競合店の出店
も増え、収益環境は一層悪くなってきている。人件費コス
トを圧縮しないと生き残れない経済環境にある。各監督行
政機関も規制を厳しくしてきているので、これを乗り越え
られない企業は市場から退場しなければならない環境にあ
るようだ。我々凡人は「知恵無き者は汗を出して働く」と
いうようなことで頑張って生きていこうということが許さ
れない環境になっている。

スーパー（企画担
当）

・原油高が今後の景気に影響を与える。また今年は地震や
台風等の天災が多く、その影響を強く受けている業界もあ
るので、今までよりは多少景気が悪くなる。

コンビニ（エリア担
当）

・この地域のコンビニエンスストアは、冬は雪の影響等が
あり客足が鈍くなる。平均客単価も低下しており、客数の
減少とのダブルで影響を及ぼす。

衣料品専門店（経営
者）

・客数の動きを見ていると、ますます買い控え傾向が強
まっている。客単価の低下がいまだに続いている中、客数
ならびに通行量の減少が大きく影響するのではないかと危
惧している。

衣料品専門店（店
長）

・客に最近の状況を尋ねると、天災や物価上昇等で客も苦
戦しているということで、全体的に消費ムードが盛り上
がってこないのではと心配している。

乗用車販売店（経営
者）

・低価格の新型車ならびに買い得感のある車両については
まずまずの推移を示すが、市場全体を底上げするような量
は確保できるはずもなく、今年全体を見ても昨年実績をか
なり割り込む。

乗用車販売店（経営
者）

・新潟県中越地震の影響が不透明。７月の水害と比べて規
模も大きく、保険金も出ない地震被害のため、復旧に時間
がかかり、購買意欲の減退は否めない。

乗用車販売店（経営
者）

・当県の場合、雪が遅れれば助かるが、初雪が降ると新規
客の来場も販売も見込めない。来場客があったとしても来
春の下見客がほとんどで、登録が激減する。

住関連専門店（経営
者）

・広告媒体、特にチラシ広告を出してもほとんど効果が無
く、ムードが悪くなっている。

その他専門店［酒］
（経営者）

・台風や新潟の大地震等の自然災害の影響、原油価格の高
騰等による消費マインドの低下傾向がさらに拡大する。

その他専門店［酒］
（営業担当）

・これから酒類業界は、日本酒等の需要期と期待される
が、例年のような需要は期待できず、どちらかといえば停
滞気味の需要しか想定できない。

その他専門店［ガソ
リンスタンド］（営
業担当）

・客自体が、買い控えしているというよりも、客が金を
持っていないというのが現状である。原油がこれ以上値上
げしたら、ますます買い控えに向かう。

その他飲食［そば］
（経営者）

・ガソリン、灯油の値上がりにより、その分食事にかける
金額が減る。寒さに向かって更に厳しい状況が続く。

一般レストラン（ス
タッフ）

・台風が来たり、地震があったりと、消費者の購買意欲は
減退している。有事に備えて節約志向が強まる。

観光型旅館（経営
者）

・紅葉シーズンが終わる時期の予約が極端に減少してい
る。急激に上向きになる要因が無い。台風や地震で直接の
キャンセルが発生しているが、今後も被災地方からの集客
は見込めない。

都市型ホテル（経営
者）

・２～３か月先は、忘年会や新年会等のホテル業にとって
のトップシーズンである。しかし今の状況から見ると、忘
年会は実施しても、新年会については検討中という話や、
見送るという話が出ており、現状より一段と厳しくなりそ
うである。

都市型ホテル（ス
タッフ）

・披露宴が思うように取れていない。またそう簡単には埋
まらないということで、回復傾向にはない。忘年会は大型
の忘年会が受注できており、披露宴の動きとは別で、忘年
会ぐらいは派手にやろうという企業が多いのかもしれな
い。景気全体としては落ち込み気味であるが、当地の地域
性からか忘年会は良い。

通信会社（営業担
当）

・石油の値上げ、中越地震等社会的にマイナスイメージの
ニュースがあるため、購買意欲が下がる。



設計事務所（経営
者）

・震災の影響が出る。

悪くなる 一般小売店［酒］
（経営者）

・このままでは廃業も考えなければならない。タバコを吸
う場所が制限されているため、タバコの動きがない。

百貨店（企画担当） ・野菜等の高騰や原油価格の高騰等により消費が大事なと
ころから支出していくので、百貨店への支出は絞り込まれ
ていく。

スーパー（経営者） ・地方においては、まだまだ可処分所得が減少していて消
費が一段と良くなるということには成り得ない。地震や台
風等の影響で青果物の品薄感がまん延しており、年末、年
明けまで高値が継続する。この影響が他の食材へどう波及
するかが推し量れず、購買力、消費動向が好転するのはし
ばらく難しいと思われる。東北では競争が更に激化してお
り、パイが一定の中でますます厳しい状況に追い込まれ

スーパー（経営者） ・地震被害が大きく長岡魚沼はしばらく大変になりそうで
す。

スーパー（店長） ・現在は震災特需で異常なほどの売上があるが、客の今後
の出費が相当かかるものと考えられ、そのための買い控え
等が出てくる。今後も余震の状況等不透明であるが、年末
商戦等に向けて不安な材料が山積している。

衣料品専門店（経営
者）

・とにかく何が原因か分からない部分もあるが、それでな
くとも悪いのに、台風や地震等の被害が相次ぎ、またこれ
から寒くなるのに灯油やガソリン代が上昇するため、今以
上に悪くなる。

住関連専門店（経営
者）

・悪くなると予想している。客が大手販売店等に流れ、な
かなか中小の販売店には来なくなっている。いろいろと催
事を企画しても客の反応が悪く、良くなるには時間がかか

都市型ホテル（ス
タッフ）

・地震の関係で、どの程度の影響がいつまで続くか不透明
であり、お先真っ暗である。今できることを１つ１つ確実
にこなす以外にない。下を向いても何も解決にならないの
で先を見て対応を図るしかない。

都市型ホテル（ス
タッフ）

・地震により、大手旅行社も当地への企画商品の販売を控
えるということである。一般企業の忘年会、新年会も自粛
の方向が大多数ということであり、先の見通しが立たない
分、手の打ちようがない。

良くなる 食料品製造業（経理
担当）

・11月上旬には、地震から立ち直って、生産も再開する。
11～12月は需要期であり、期待できる。

やや良くなる 広告代理店（営業担
当）

・仙台にプロ野球球団の進出に伴い協賛企業等の動きが出
てくるため、今年度中はほんの少しであるが景気が良くな
る。

変わらない 建設業（経営者） ・石油価格の高騰等により、資材価格の値上がり及び納入
の遅れが起きており、将来的には景気は不安である。

金融業（営業担当） ・雇用環境、企業業績等から景気の底は脱したと思われる
が、消費や投資行動等は限定的であり、当分この動きは続
く。

広告代理店（従業
員）

・東京営業所の方は、売上微増と検討しており、この傾向
はしばらく続くものと判断しているが、引き合いは多数あ
るものの直近での売上に反映されにくいものであり、３か
月先でも楽観視できない状態である。

新聞販売店［広告］
（店主）

・ここしばらくの傾向が、特に急激に悪くなるわけでもな
く、活発化するわけでもなく、今の状態が続く。魚市場の
水揚げや流通が平年をかなり下回っているので、各方面へ
の波及が出てくるため、「やや悪くなる」に近い「変わら
ない」である。

その他企業［企画
業］（経営者）

・年末の商戦に向け、耐久消費財の販売が活発化すると考
えられるが、現在を底上げするほどの期待はできない。

その他企業［管理
業］（従業員）

・親会社の方に、まだ余裕がないのか、全然明るい話が出
てこない。しばらくこの状態が続く。

やや悪くなる 農林水産業（従業
者）

・これから、りんごの出荷が始まるが、10月の天気が悪
かったため、色付き具合が悪いということと、夏場の天気
が良過ぎて、小玉化し値段が期待できない。

食料品製造業（経営
者）

・年末にかけ、原材料価格の高騰が見込まれており、売上
が増えないと収益的に厳しい状況になる。

繊維工業（総務担
当）

・春夏物企画段階での引き合いはとても多いが、産地全体
としては変わらぬ消費低迷が続く限りあまり伸びがないと
予想される。また今回の中越地震の影響が心配である。

企業
動向
関連



一般機械器具製造業
（経理担当）

・携帯電話用部品は引き続き調整が続く。自動車用部品は
好調さが持続すると思うが、原油高や急激な円高によりや
やマイナス要因に働く。

電気機械器具製造業
（経営者）

・今回の中越地震により、医療機器関連の主要部品、特に
ボールネジ等の入手が全く見えなくなっている。この中断
により大打撃を受けそうである。また原材料の高騰も加わ
り、厳しい状況が予想される。

電気機械器具製造業
（企画担当）

・業界全体動向が下向きに転じたと理解。国内外共に同業
の業績低下が具体的にニュースになり始めてきた。

建設業（経営者） ・公共投資は依然減少が続き、民間設備投資は一服感があ
るため、トータルとして建設投資全体が減少傾向になって
いる。

広告業協会（役員） ・ここにきてサービス産業や流通業種などの売上高の減少
が出てきており、広告主のマインドを冷やしている。下期
は厳しくなる。

コピーサービス業
（経営者）

・市場が活性化しているとは感じられず、荷動きが良く
なってきている割には売上が伸びず利益を圧迫している状
況が続く。

その他非製造業［飲
食料品卸売業］（経
営者）

・良くなる材料がほとんどない。石油が安くなる、震災復
興等で政府が分かりやすい対策を取らなければ良くならな
い。

その他非製造業［飲
食料品卸売業］（経
営者）

・年末に向けて各メーカーから新商品が発売されるが、清
酒の根本的な需要回復は難しい。清酒の概念を変えられる
くらいの新商品が欲しい。既存商品のスペック変更では新
規顧客の心はつかめない。

悪くなる ○ ○
良くなる 人材派遣会社（社

員）
・いよいよ、年度末、年末に向けて、入札案件が発生す
る。地元の上場小売業から複数の増員注文も入る。

職業安定所（職員） ・新規求人の増加、新規求職の減少はしばらく続く。また
有効求人倍率も１倍台に達し、就職件数も増加している。

やや良くなる 人材派遣会社（社
員）

・特に製造業を中心に、景気回復感が出てきており、併せ
て人の活用ニーズが高まっているという話を持ち込む企業
が増えている。

求人情報誌製作会社
（編集者）

・年末ニーズの求人の出足が早い。ガソリン高騰の影響を
受けて経費増となって体力勝負を迫られている企業の話も
聞く。結果、人件費減に左右する動きが懸念される。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・プロ野球の進出という明るい話題が当圏にもたらされて
いる。それが実現すればそれに関する企業の求人が増える
ものと期待され、ようやく明るい材料が出た。

職業安定所（職員） ・４月以降、新規求人が大幅に伸びており、また有効求人
倍率も順調に上昇しており、今後もこのままの傾向で推移
する。

変わらない 人材派遣会社（社
員）

・求人数はそこそこであるが、先方のニーズに合うスタッ
フ確保が依然厳しい状況。スタッフ側も数社に登録してい
るため、新規登録時に即仕事紹介が出来ないと良いスタッ
フはすぐに他社で決まってしまい、マッチングに更なる苦
戦を強いられる。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・県外企業の求人広告は比較的堅調であるが、県内企業は
低調なままである。タクシー運転手の求人広告が目立つ
が、新規参入企業があったためで、人材の奪い合いが起き

職業安定所（職員） ・求人数に伸びは見られるものの、雇用形態や就業地の関
係でミスマッチが散見され、地元企業の求人に伸び悩みが
見られる。

職業安定所（職員） ・特定の業種や企業からの多数求人によって全体が押し上
げられ、数値上の回復は著しいものとなっているが、不安
定雇用が多いなど、実感としての回復感を伴い難い状況と
なっており、今後においても現状の方向性が変わるとは期
待できない｡

やや悪くなる 職業安定所（職員） ・台風および地震の被災により雇用への影響が懸念され
悪くなる － －
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関連


